
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
鉄骨梁に固定可能な取付金具と、この取付金具に固定可能な下地金具からなり、前記取付
金具は、水平部、この水平部の両端から上方に向けて折曲されるとともに、前後方向に長
穴が形成された垂直部およびこれらの垂直部の上端から外方に向けて折曲された当接部を
備える断面逆ハット状の金具本体と、この金具本体の各当接部の端部に固定され、鉄骨梁
の下フランジの左右端縁に係合可能な係合部を有する係合バネ片と、から構成され、また
、前記下地金具は、取り付け部およびこの取り付け部の両端に形成された補強部を備える
下地材と、この下地材に固定され、前記取付金具の金具本体の各垂直部に形成された長穴
に係合可能な係合部を有する係合バネ片と、から構成され、
下地材の取り付け部および補強部は、

ランナーの中心と鉄骨梁の中心とが一致する標準位置から室外側または室内側に一定
距離移動させた位置にそれぞれランナーを固定することができる長さに形成され
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断熱内壁パネルの上端部が差し込まれる断面略コ字
状の

てなり、
取付金具の係合バネ片が鉄骨梁の下フランジの左右端縁に係合されて鉄骨梁の下フランジ
に取付金具が固定され、この取付金具とともに鉄骨梁の表面に耐火被覆材が被覆され、取
付金具の取付位置に合わせて耐火被覆材が切り開かれて取付金具の水平部が露出され、
下地金具の係合バネ片が取付金具の長孔に係合されて取付金具の水平部に下地金具の取り
付け部が当接固定され、
この下地金具の取り付け部において、ランナーが、その中心と鉄骨梁の中心とが一致する
標準位置、あるいはこの標準位置から室外側または室内側に下地金具の取り付け部の長さ



ことを特徴とするラン
ナー固定金具 。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、断熱内壁下地パネルを施工する際に用いられるランナー固定金具 に
関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、鉄骨構造の建物において、外壁にカーテンウォール構造を採用する場合、特開平８
－１３６５４号公報に記載されるように、内壁の施工に際して、縦桟および横桟によって
矩形に枠組みされた木製枠材の各区画された枠内部に断熱材を詰め込むとともに、その片
面に防水防湿シートを貼着してなる断熱内壁下地パネルを外壁から離隔して床材に立設す
ることにより、断熱内壁下地を形成することが提案されている。
【０００３】
この断熱内壁下地は、断熱内壁下地パネルの上端部に金具本体を固定する一方、床材に鉄
骨梁に合わせてランナーを固定し、断熱内壁下地パネルの下端部をランナーに差し込むと
ともに、金具本体を鉄骨梁の下フランジの室内側端縁に当接させ、固定部材を金具本体を
通して鉄骨梁の下フランジの室内側端縁部に噛み込ませて固定することにより形成される
ものである。この結果、室内空間の断熱性を高めると同時に、外壁裏面と断熱材との間に
通風空間を確保して内部結露の発生を防止するようにしている。
【０００４】
また、図１０に示すように、鉄骨梁Ｈの表面をロックウールとセラミックファイバーなど
から形成された耐火被覆材Ｒで覆う耐火仕様も設定されている。この耐火被覆材Ｒは、詳
細には図示しないが、火災に際して鉄骨梁Ｈから簡単に脱落しないように表面に金網が装
着されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、前述した断熱内壁下地を形成する場合、断熱内壁下地パネルの立設位置は
、鉄骨梁に合わせて床材に固定されたランナーおよび鉄骨梁の下フランジの室内側端縁に
当接する金具本体によって自動的に決定されることから、断熱内壁下地パネルを外壁によ
り近づけて、あるいは、外壁からより離して立設するためには、外壁に対する断熱内壁下
地パネルの立設位置に合わせて大きさの異なる複数種類の金具本体が必要になるものであ
る。したがって、大きさが同じ単一の金具本体を使用するかぎり、室内空間をより広く確
保しようとする場合や、和室に障子を設ける場合、あるいは、柱との関係などにより、外
壁からの距離を変えて断熱内壁下地パネルを立設することは不可能である。
【０００６】
また、鉄骨梁の表面を耐火被覆材で覆った耐火仕様の建物において、前述した金具本体を
固定部材によって鉄骨梁に固定するには、金具本体を挿入し、さらには、固定部材を嵌め
込むことができるように、金具本体の取付位置において耐火被覆材を大きく切り開いて鉄
骨梁を露出させなければならない。この結果、耐火性能が低下する他、耐火被覆材の表面
に装着されている金網を大きな面積にわたって切断するために多くの作業時間を必要とす
るものである。
【０００７】
本発明は、このような問題点に鑑みてなされたもので、耐火被覆材の耐火性能を低下させ
ることなく鉄骨梁に簡単に取り付けることができるとともに、断熱内壁下地パネルを建て
込む際に用いられるランナーを任意の位置に取り付けることのできるランナー固定金具

を提供するものである。
【０００８】
本発明は、鉄骨梁に固定可能な取付金具と、この取付金具に固定可能な下地金具からなり
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の範囲内において一定距離移動させた位置に、ビス固定されてなる
の取付構造

の取付構造

の
取付構造



、前記取付金具は、水平部、この水平部の両端から上方に向けて折曲されるとともに、前
後方向に長穴が形成された垂直部およびこれらの垂直部の上端から外方に向けて折曲され
た当接部を備える断面逆ハット状の金具本体と、この金具本体の各当接部の端部に固定さ
れ、鉄骨梁の下フランジの左右端縁に係合可能な係合部を有する係合バネ片と、から構成
され、また、前記下地金具は、取り付け部およびこの取り付け部の両端に形成された補強
部を備える下地材と、この下地材に固定され、前記取付金具の金具本体の各垂直部に形成
された長穴に係合可能な係合部を有する係合バネ片と、から構成され、下地材の取り付け
部および補強部は、 ランナーの中
心と鉄骨梁の中心とが一致する標準位置から室外側または室内側に一定距離移動させた位
置にそれぞれランナーを固定することができる長さに形成され

　

ことを特徴とす
るものである。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施例の形態を図面に基づいて説明する。
【００１０】
図１には、本発明のランナー固定金具が示されている。
【００１１】
このランナー固定金具１は、鉄骨梁Ｈの下フランジｈ１に固定可能な取付金具２と、この
取付金具２に固定可能な下地金具３と、から構成されている。
【００１２】
まず、取付金具２は、水平部２１１、この水平部２１１の両端から上方に向けて折曲され
るとともに、前後方向に長穴２１２ａが形成された垂直部２１２およびこれらの垂直部２
１２の上端から外方に向けて折曲された当接部２１３を備える断面逆ハット状の金具本体
２１と、この金具本体２１の各当接部２１３の端部にリベットを介して固定され、鉄骨梁
Ｈの下フランジｈ１の左右端縁に係合可能な係合部２２ａを有する係合バネ片２２と、か
らなり、一対の係合バネ片２２の係合部２２ａの間隔は、鉄骨梁Ｈの下フランジｈ１の幅
よりも若干短く設定されている他、係合バネ片２２の係合部２２ａと金具本体２１の当接
部２１３との間隔は、鉄骨梁Ｈの下フランジｈ１の厚みに設定されている。
【００１３】
一方、下地金具３は、取り付け部３１１およびこの取り付け部３１１の両端縁に逆Ｕ字状
の補強部３１２を形成した下地材３１と、この下地材３１にスポット溶接で溶着され、前
述した取付金具２の金具本体２１の各垂直部２１２に形成された長穴２１２ａに係合可能
な係合部３２ａを有する係合バネ片３２と、からなり、一対の係合バネ片３２の係合部３
２ａの間隔は、金具本体２１の垂直部２１２の間隔よりも若干短く設定されている。
【００１４】
この取付金具２および下地金具３からなるランナー固定金具１を鉄骨梁Ｈに取り付けるに
は、まず、取付金具２を把持して各係合バネ片２２を鉄骨梁Ｈの下フランジｈ１の左右端
縁に押し付け、係合バネ片２２をその弾性により押し開いて鉄骨梁Ｈの下フランジｈ１の
左右端縁に係合させる。この際、金具本体２１の当接部２１３が鉄骨梁Ｈの下フランジｈ
１の下面に当接することから、取付金具２は、係合バネ片２２の係合部２２ａと金具本体
２１の当接部２１３とによって鉄骨梁Ｈの下フランジｈ１を挾持するものである（図２参
照）。
【００１５】
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断熱内壁パネルの上端部が差し込まれる断面略コ字状の

てなり、取付金具の係合バ
ネ片が鉄骨梁の下フランジの左右端縁に係合されて鉄骨梁の下フランジに取付金具が固定
され、この取付金具とともに鉄骨梁の表面に耐火被覆材が被覆され、取付金具の取付位置
に合わせて耐火被覆材が切り開かれて取付金具の水平部が露出され、 下地金具の係合バ
ネ片が取付金具の長孔に係合されて取付金具の水平部に下地金具の取り付け部が当接固定
され、この下地金具の取り付け部において、ランナーが、その中心と鉄骨梁の中心とが一
致する標準位置、あるいはこの標準位置から室外側または室内側に下地金具の取り付け部
の長さの範囲内において一定距離移動させた位置に、ビス固定されてなる



取付金具２が固定されたならば、この取付金具２とともに、鉄骨梁Ｈの表面を覆って耐火
被覆材Ｒを取り付ける。耐火被覆材Ｒの取り付けが終了すれば、先に取り付けた取付金具
２の取付位置に合わせて耐火被覆材Ｒをカッターにより切り開き、その金具本体２１の水
平部２１１を露出させる（図３参照）。この場合、下地金具３の係合バネ片３２を挿入で
きるように切り込みを入れる程度でよく、耐火性能を低下させることはない。なお、耐火
被覆材Ｒの金網は、予めはさみで切断しておく。
【００１６】
次いで、下地金具３を把持して各係合バネ片３２を取付金具２の金具本体２１の各垂直部
２１２に押し付け、係合バネ片３２をその弾性により押し開いて金具本体２１の各垂直部
２１２に形成された長穴２１２ａに係合させる。この際、下地材３１の取り付け部３１１
が金具本体２１の水平部２１１に当接することから、下地金具３は、その係合バネ片３２
の係合部３２ａと下地材３１の取り付け部３１１とによって取付金具２の金具本体２１を
挾持するものである（図４参照）。
【００１７】
このように、係合バネ片２２を鉄骨梁Ｈに押し付けるだけで取付金具２を鉄骨梁Ｈに簡単
に取り付けることができるとともに、係合バネ片３２を取付金具２に押し付けるだけで下
地金具３を取付金具２に簡単に取り付けることができる。
【００１８】
ところで、前述したランナー固定金具１の下地金具３には、後述する断熱内壁下地パネル
６の上端部を差し込むことができるように、断面略コ字状に形成されたランナー４がビス
を介して固定されるようになっている。この際、ランナー４は、基準位置から設定された
距離をおいて下地金具３の下地材３１の取り付け部３１１に付された墨出し線に合わせて
固定されるものである。すなわち、ランナー４は、その中心と鉄骨梁Ｈの中心とが一致す
る標準位置（図５（ａ）参照）あるいは下地金具３の下地材３１の長さの範囲内において
標準位置から室外側または室内側に一定距離移動させた位置（図５（ｂ），（ｃ）参照）
にそれぞれ固定することができる。
【００１９】
一方、ランナー４を介して上端部が差し込まれた断熱内壁下地パネル６の下端部を固定す
る固定金具５は、図６に示すように、断熱内壁下地パネル６の奥行きに相当する長さに形
成された水平部５１および水平部５１の一端に上方に向けて折曲された垂直部５２によっ
て断面Ｌ字状に折曲されており、水平部５１の他端には係止片５３が延設されている。そ
して、固定金具５は、前述したランナー４の固定位置に合わせて床材Ｆに付された墨出し
線に沿って固定されるものであり、その垂直部５２に断熱内壁下地パネル６の下端部背面
が当接するようになっている。
【００２０】
なお、断熱内壁下地パネル６は、縦桟および横桟によって矩形に枠組みされた木製枠材６
１の各区画された空間内にロックウールやグラスウールなどの断熱材６２を詰め込み、片
面に防水防湿シート（図示せず）を貼着して形成されている。
【００２１】
次に、前述したランナー固定金具１、ランナー４、固定金具５および断熱内壁下地パネル
６によって断熱内壁下地１０を形成する場合について、図７に基づいて説明する。まず、
鉄骨梁Ｈにランナー固定金具１の取付金具２を取り付ける。すなわち、取付金具２の各係
合バネ片２２を鉄骨梁Ｈの下フランジｈ１の左右端縁に押し付け、係合バネ片２２をその
弾性により押し開いて鉄骨梁Ｈの下フランジｈ１の左右端縁に係合させ、金具本体２１の
当接部２１３との間で鉄骨梁Ｈの下フランジｈ１を挾持する。
【００２２】
次いで、ランナー固定金具１の取付金具２および鉄骨梁Ｈを覆って耐火被覆材Ｒを装着す
るとともに、柱の表面にケイ酸カルシウム板などの耐火ボードＢを取り付ける。このよう
な耐火被覆工事が終了すれば、先に取り付けた取付金具２の取付位置に合わせて耐火被覆
材Ｒをナイフで切り開き、その金具本体２１の水平部２１１を露出させる。その後、下地
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金具３を把持して各係合バネ片３２を取付金具２の金具本体２１の各垂直部２１２に押し
付け、その係合部３２ａを押し開いて各垂直部２１２に形成された長穴２１２ａに係合さ
せ、その下地材３１との間で取付金具２の金具本体２１を挾持する。
【００２３】
ランナー固定金具１の下地金具３が取り付けられたならば、その下地材３１の取り付け部
３１１に基準位置から設定された距離をおいて墨を打ち、その墨出し線に合わせてランナ
ー４を配置し、ビスを介して固定する。さらに、ランナー４の固定位置に合わせて床材Ｆ
に墨を打ち、その墨出し線に合わせて一定間隔をおいて複数個の固定金具５をビスを介し
て固定する。この結果、ランナー４および固定金具５は、家を建築する際の基準位置から
正確に距離をおいて位置決めされることになる。
【００２４】
次いで、断熱内壁下地パネル６を把持し、その上端部をランナー４に差し込むとともに、
その下端部背面を固定金具５の垂直部５２に当接させた後、固定金具５の係止片５３を上
方に向けて折り返して断熱内壁下地パネル４の下端部表面に密着させ、ビスを介して固定
する。以下、同様に断熱内壁下地パネル６を建て込んで区画する。その後、石膏ボードな
どの内壁ボード７を取り付け、天井８を施工すればよい（図８および図９参照）。
【００２５】
【発明の効果】
以上のように本発明によれば、鉄骨梁の下フランジの左右端縁に各係合バネ片の係合部を
係合させてこの係合部と金具本体の当接部との間で鉄骨梁の下フランジを挟持することに
より、鉄骨梁に取付金具を簡単に取り付けることができる。また、金具本体の垂直部に形
成された長穴に下地金具のバネ片の係合部を係合させることで、取付金具に下地金具を簡
単に取り付けることができる。したがって、鉄骨梁に取付金具を取り付け、これら鉄骨梁
および取付金具を耐火被覆材で被覆し、取付金具の位置の耐火被覆材を切り開いて、露出
した取付金具に下地金具を取り付けることで、耐火被覆材の耐火性能を低下させることな
く鉄骨梁に簡単にランナー固定金具を取り付けることができる。また、下地金具の取り付
け部および補強部は、ランナーの中心と鉄骨梁の中心とが一致する標準位置から室外側ま
たは室内側に一定距離移動させた位置にそれぞれランナーを固定することができる長さに
形成ているので、この下地金具の取り付け部にランナーをビス固定することで、標準位置
と、この標準位置から室外側または室内側に一定距離移動させた位置とにランナーを取り
付けることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のランナー固定金具を構成する取付金具および下地金具を示す斜視図であ
る。
【図２】本発明のランナー固定金具の取付金具を鉄骨梁に取り付けた状態を示す斜視図で
ある。
【図３】本発明のランナー固定金具の取付金具および該取付金具が取り付けられた鉄骨梁
を覆う耐火被覆材を切り開いて取付金具を露出させた状態を示す斜視図である。
【図４】本発明のランナー固定金具の下地金具を露出させた取付金具に取り付けた状態を
示す斜視図である。
【図５】本発明のランナー固定金具に対するランナーの固定位置を示す断面図である。
【図６】固定金具を示す斜視図である。
【図７】断熱内壁下地の施工状態を示す説明図である。
【図８】断熱内壁下地を有する内壁の縦断面図である。
【図９】図８の内壁を一部省略して示す拡大図である。
【図１０】鉄骨梁の表面を耐火被覆材で覆った耐火仕様を示す斜視図である。
【符号の説明】
１　ランナー固定金具
２　取付金具
２１　金具本体
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２１１　水平部
２１２　垂直部
２１２ａ　長穴
２１３　当接部
２２　係合バネ片
２２ａ　係合部
３　下地金具
３１　下地材
３１１　取り付け部
３１２　補強部
３２　係合バネ片
３２ａ　係合部
４　ランナー
５　固定金具
６　断熱内壁下地パネル
１０　断熱内壁下地
Ｈ　鉄骨梁
ｈ１　下フランジ
Ｒ　耐火被覆材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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